
国際農林水産業研究成果情報 No.I 0, 2002 (平成 14年度） 〔具体的データ〕

10. ブラジルの亜熱帯サバンナ（セラード） に生育する熱帯イネ

科牧草の窒素利用特性

〔要約〕ブラジル亜熱帯サバンナ （セラード）で主に栽培されているイネ科牧草のBrachiariadecumbens、
B. brizanthaは窒素反応性が高い。また B.humidicolaは根の窒素吸収能力が高いため、低窒素環境での栽

培に適している。

所属 国際農林水産業研究センタ ー• 生産環境部 連絡先 I029(838)6355 

推進会
国際農林水産業 専門 土壊肥料 対象 牧草 分類 研究

議名

［背景・ねらい］

ブラジル亜熱帯サバンナ （セラード）の土壊は肥沃度が低く、低窒素がイネ科熱帯牧草の主要な生育制

限要因の一つ とな っている。したがって、土壊お よび施肥窒素に対する牧草の適応機構の種間差を解明

し、このような土堀に適した草種を明らかにすることは重要である。また、こ の地域において主に

Brachiaria brizantha (BB)、B.decumbens (BD)、B.humiclicola (BH)の3種が栽培されており、 これら牧

草の窒素栄養に関する生理学的知見は極めて少ない。これらの熱帯イネ科牧草の窒素吸収とその利用を

明らかにする。

［成果の内容• 特徴］

I. BD、BB、BHを供試し、ポットにて 3段階の窒素施肥 (0, 50, 150 kgN/ha相当、以後各処理区を

ON, IN, 2N区と略す）をお こない栽培した。その結果、BB,BDは窒素施肥反応性が高く 施肥量の低

下にともない乾物重は低下する （図 1)。BHの窒素施肥反応性は他の牧草種と比較して小さく 、施肥窒

素量の減少にともなう乾物重の低下は大きくない。このことからBHは他の牧草種より低窒素環境下で

の栽培に適している。また、その時の ON区の植物体の相対窒素吸収速度 (RAR)はBHで他の牧草種

より 高い（医I2)。

2. 無窒素施肥の圃場において栽培した Panicummaximum (PM), BB, BD, BHの窒素固定による植物

体窒素への寄与率 (%Ndfa)を1sN自然存在比法を用い推定した。その寄与率は9-27%であり 、BHで

BB, BDより低い （表 I)。つまり 、BHで他の牧草種より土壌窒素に依存している。

3. 植物の窒素吸収速度はミカエ リス ーメンテンの式（式 I)に従うことが知 られており、この式を用い

各牧草種の根の窒素吸収のカイ ネティック解析を行った。BHでKm値が他の牧草種より低い （表 2)。

このことは BHが硝酸態窒素に対して親和性が高 く、低窒素濃度下でも窒素を吸収する能力が高いこと

を示す。

［成果の活用面・留意点］

ブラジル亜熱帯サバンナ （セラード）地域における低養分環境下に適応した牧草の品種改良ための生理

学的特性として利用で きる。また、肥沃度が異なるセラー ド牧草地の土壌に適応した牧草の選択指針と

して参考になる。
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図 1 施肥窒素量に対する相対乾物重の変遷 図 2 ON区の植物体の相対窒素吸収速度
エラーパーはLSD(5%)水準を示す。 (RAR) 

図中の同じ英小文字は 5%水準で有意差がな
いこと示す。

表 1 熱帯イネ科牧草の窒素固定量の推定 式 1

v硝酸態窒素吸収速度
V max x C 

V=  
Ymax最大硝酸態窒素吸収速度

Km +C Km: ミカエリスーメンテン定数
C: 溶液中の硝酸態窒素濃度

窒素含有率 151sN %Ndfa 
{mgN g―1DM) (%o) （％） 

BB 13. 5 5. 7 a 26. 8 b 

BD 11. 4 6. 0 a 24. 0 b 

BH 8. 7 7. 0 b 9. 2 a 
PM 12. 1 7. 9 b 

1998年II月より2000年4月まで（雨期2回、乾期l回）

のサンプリングにおける結果の平均値を示す。ま
た、即Nは窒素自然同位体比を示す。PMをリファ
レンスとして植物体全N集積呈に占める空中由来N
の割合(%Ndfa)を計算した。草種間の同じ英小文
字は5%水準で有意差がないことを示す。
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表2 硝酸態窒素吸収における別イネッティ ックパラメーター
ヽ

BB B・o BH 

152.4 a 146.4 a 160.6a 
11.2 b 7.5 b 4.4 a 

Vmax (μmol m-2酎）

Km (μM) 
草種間において同じ英小文字は5%水準で有意差がないことを示す。
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